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(別記様式)

令和３年度 府立丹後緑風高等学校（網野学舎） 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（実施段階）

学校経営方針（中期経営目標） 前 年 度 の 成 果 と 課 題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

１ 丹後緑風高校のコンセプト「夢と人・学舎 （成果） １ 久美浜高校・久美浜学舎との緊密な連携を図り、

・地域・世界を結び、ものごとの本質を究め、 １ 広報紙発行やホームページのタイムリーな更新によっ 遠隔授業の実施、京丹後市地域コーディネーターを

新たな価値を創りだす」人材を育成する。 て、本校の特色・魅力を広く発信できた。 活用した農商連携、合同部活動の実施等、学舎制に

２ ICT活用やアクティブ・ラーニングを取り入れた授業 よる教育の推進を図る。

２ 教育目標、教育方針（育成する力）、育て が増え、授業評価アンケートで主体的な学びが工夫され ２ 産官学連携による地域創生教育を推進し、地域の

る生徒像を教育活動の中に明確に位置付け、 ているによくあてはまると回答した生徒の割合が増加し 将来を担う人材を育成する。

その具現化を図る。 た。 ３ オリンピック・パラリンピック教育推進校とし

３ 5分前登校が定着して、落ち着いた学習環境が維持で て、スポーツを通して共生社会を目指す教育を一層

３ 生徒信条「青年は未来を信じ使命に生きる」 きている。また、部活動加入率も高水準で維持できた。 推進する。

の精神にのっとり、将来に対する夢や目標を ４ 普通科の総合的な探究の時間では、「ＳＩＭ京丹後」 ４ 広報活動の充実を図り、本校の特色・魅力を発信

持たせ希望進路の実現に向けて挑戦する姿勢 の取組を始めとする探究活動の充実を図ることができ し、積極的な生徒募集を進め、本校を第一志望とす

を大切にする。 た。 る生徒の増加を図る。

５ 教職員の働き方改革では、退勤時間が全体的に早まる ５ ＩＣＴ活用やアクティブ・ラーニングによる授業

４ 地域の中学生から選ばれる魅力ある学校づ など教職員の意識改革が進んだ。 改善や総合的な探究の時間における探究活動の充実

くりを推進する。 （課題） を図り、主体的に学ぶ生徒の育成を図る。

１ 学舎制の推進に向けて、京丹後市地域コーディネータ ６ 学校行事・部活動・ボランティア活動等を通して

ーの活用等、久美浜高校・久美浜学舎と一層緊密に連携 主体的に考え、行動する生徒の育成を図る。

を図る必要がある。 ７ いじめには組織的に対応し、予防や早期発見・解

２ 地域の中学生から選ばれる魅力ある学校づくりと一層 消に努める。また、情報モラル教育の徹底を図る。

積極的な情報発信を行う必要がある。 ８ ３年間を見通した系統的な進路指導により、進路

３ コロナ禍の中、体験的な進路学習の機会か少なく進路 意識の向上を図るとともに、希望進路実現のための

希望未定者が多くなっている。１・２年次から進路意識 基礎・基本の徹底と実践力の養成を図る。

を高めるとともに、新しい大学入試に対応した実践力の ９ 「京都府教員等の資質能力の向上に関する指標」

養成が必要である。 を踏まえ、ステージに応じた教職員の資質能力の向

４ 新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底しながら、 上を図る。

実施が可能な方法を検討し、教育活動の充実を図る必要 10 教職員の働き方改革を進めるために、教職員の意

がある。 識改革と業務改善を一層推進する。
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評価領域 重 点 目 標 具 体 的 方 策 評価 成果と課題

特色化事業 ・広報活動の充実と生徒募集の ・広報紙とホームページにより本校の教育活動の Ｂ Ｂ Ｃ ・ＨＰで授業や部活動等の日常の教育活動もこまめ
拡大 特色・魅力を広く発信する。 に発信できた。スマホ表示に対応した新ＨＰへの移

・地元中学校への情報発信を強化する。 行を行う必要がある。
［ホームページの更新回数週５回、広報紙の発行 ・広報誌は目標の回数を発行し、地元中学校へは全
回数年10回］ 校生徒に配布した。

[ＨＰ更新週4.8回、広報誌10回]
・地域創生の取組とオリンピッ ・地域と連携した活動に主体的に取り組むととも Ｃ Ｃ ・普通科の総合探究や企画経営科の課題研究など全
ク・パラリンピック教育の推進 に、地域の魅力や課題に気づき、その発信や課題 校で地域探究を題材にした学習をすすめることがで

解決に取り組む。 きた。
［ＴＡＣの取組年間３回以上］ ・コロナ禍でＴＡＣ等の地域連携の取組はほとんど

できなかった。感染防止を行いながら実施可能な内
容を検討する必要がある。
[ＴＡＣの取組１回]

・パラリンピック種目をはじめとしたアダプテ Ｃ ・ＬＨＲ計画に位置付けて計画的に取組を進め、コ
ッドスポーツ等の理解を深め、障害の有無にかか ロナ禍であるが２学年でボッチャ体験を実施でき
わらず誰もが共に楽しめるボッチャを体験する。 た。
［教員へのボッチャ研修の実施、生徒のボッチャ [教員実施済み、生徒66％]
体験者の割合100％］

組織・運営 ・学舎制の特徴を活かした教育 ・遠隔授業、合同部活動を円滑にすすめる。 Ｂ Ｂ Ｂ ・遠隔授業は、機器不具合等の細かな問題もあった
活動の推進 が年間を通してスムーズに実施できた。問題発生時

の素早い対応ができる体制をつくる必要がある。
・合同部活動は概ね円滑に進めることができた。

・久美浜高校・久美浜学舎と連携した取組を計画 Ｃ ・コロナ禍で生徒間の農商連携は遠隔授業の試行な
・実施する。 ど最小限しかできなかった。
［学舎間連携の取組年間７回以上］ ・行事計画等に係る学舎間での連絡・調整を一層緊

密にする必要がある。
[学舎間連携の取組３回]

・教職員の資質能力の向上 ・本校の教育課題への対応と教職員のステージに Ｂ Ｂ ・校内研修実施・センター研習受講ともに概ね目標
応じた能力向上のための研修の充実を図る。 に近い回数実施できた。
［センター研修の受講延べ数30回以上］ ・オンライン研修に対応できる施設設備の整備の必

要がある。
[センター研修受講延べ数27回]

・教職員の意識改革と業務改善 ・業務改善アンケート等を実施し、業務の見直し Ｂ ・目標の設定値が高く達成できなかったが、退勤時
による働き方改革の推進 効率化を進めるとともに、19時30分までの退勤 間に対する教職員の意識は定着してきている。一層

を目標とする。 の業務改善に向けてアンケート等でのＩＣＴ活用、
［19時30分退勤率90％以上］ 完全下校時間変更等の検討が必要である。

[19時30分退勤率７３．８％］
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学 習 指 導
生徒の主体的な学びの支援 ・アクティブ・ラーニングを推進し、生徒の主体 Ａ Ａ Ａ ・多くの教科・科目でＡＬ型授業への対応を進める

的な学びを深めさせる。 ことができた。より質の高い学力育成に向けて、更
［授業評価アンケートでＡ・Ｌの視点を取り入れ に授業のレベルアップを図りたい。
た主体的な学びが工夫されているによくあてはま [よくあてはまるの回答割合８６％]
ると回答した生徒の割合75％］

効果的な授業に向けた取組の推 ・１人１台端末の導入に向けて、ＩＣＴ機器や遠 Ａ Ａ ・教員用端末整備や教職員研修を実施した。授業で
進 隔教育システムの積極的な活用と研修を推進す のＩＣＴ機器の活用が広がっている。校内使用規定

る。 の整備や教員の活用スキル向上を図る必要がある。
［授業評価アンケートで授業内容を理解しやすい [工夫しているの回答割合８２％]
ようにＩＣＴ機器を利用し工夫していると回答し
た生徒の割合75％］

新学習指導要領に対応した適切 ・新学習指導要領の実施に向けて、適切な評価の Ｂ Ｂ ・研修の回数を十分に確保することができなかっ
な評価方法の確立 あり方についての研修を実施する。 た。教務部を中心に評価方法の確立に向けて取り組

［評価に関する研修３回］ んでいる。
[評価に関する研修２回]

生 徒 指 導 ・生活や態度を調整できる力を ・社会人としての「あいさつ、身だしなみ、礼儀 Ｂ Ｂ Ｂ ・５分前登校の予防的指導や、全教員で朝の立ち番
育成する。 ・マナー、５分前行動」等の指導を全教職員で行 などが、遅刻の少ない落ち着いた学習環境の維持に

う。 効果を上げている。
・自分の身は自分で守る、危険回避の行動がとれ ・コロナ禍であったが実施形態を工夫して情報モラ
る力をつけさせる。情報モラルに関する講演会・ ルや薬物乱用防止の講演会を実施できた。
交通安全の取組を実施する。 [交通事故０件、遅刻１１件]
・薬物乱用防止に向けた取組を強化する。
［遅刻・交通事故ゼロ］

・心と体を調整できる力を育成 ・部活動加入率を維持しながら、体力や感性を育 Ａ Ａ ・途中退部者もあったが、部活動加入率は高い水準
する。 成する。 を維持している。

・生徒会活動（専門委員会）の見直し。 ・コロナ禍で生徒会・委員会活動に制限があった
［部活動加入率８０％以上］ が、感染防止の取組を中心に効果的な活動ができた。

[部活動加入率８６．９％］

・人間関係を調整できる力を育 ・いじめを見逃さず、早期に対応するために、生 Ａ Ｂ ・生徒対象調査に加えて学校独自の教員アンケート
成する。 徒の情報を教員で共有する。 を実施することで、早期発見と対応ができた。

・地域貢献・キャリヤ教育につながるボランティ Ｃ ・コロナ禍でボランティア活動に取り組みにくい状
アに積極的に参加させる。 況がある。ボランティア活動・地域貢献活動の在り
［ボランティア活動の年間参加延べ人数1,000 方について、抜本的な部分から検討をする必要があ
人以上］ る。

[年間参加延べ人数４９７人］
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進 路 指 導
主体的なキャリア意識の育成 ・生徒、保護者に対して大学入試改革等に関する Ｃ Ｃ Ｂ ・学年に応じた進路行事と進路だより発行等により

情報を提供する。 情報提供に取り組んだ。早期からの進路意識高揚に
・進路選択、職業選択が主体的にイメージできる 効果的な方法を更に検討する必要がある。
よう各種進路行事の実施と担任、チューター、進 ・保護者対象講演会・説明会の参加者が少なかっ
路指導部員等によるきめ細かな面談を実施する。 た。積極的な参加を呼びかけたい。
・地元企業と連携しながら、地域を知り、地元で ・コロナ禍で地元企業と連携した取組が実施できな
の就職についても考えながら、職業意識を高める かった。
取組を実施する。 [進路希望未定者数：１年生１２人、２年生４人］
［進路希望未定者数：１年生10人未満、２年生
０人］

希望進路の実現 ・就職講習や模擬面接等、早期からの就職指導を Ｂ Ｂ ・就職においては、丁寧に指導を行うことで高い内
充実させる。 定率を維持することができた。
・授業、進学講習、小論文指導、面接指導等を組 ・２学期後半から希望進路を変更するケースが複数
織的に行う。 あり、保護者も含めた面談を充実させる必要がある。
［就職内定率100％、最終進路希望調査の実現 ・進学希望の実現に向けて、より早期からの指導を
率90％］ 充実させる必要がある。

[就職内定率９２．３％（除未応募分）進路希望調
査実現率８８．６％（3/9現在）]

保健・安全
・健やかな心身の育成 ・感染症予防について理解を深める。 Ａ Ａ Ａ ・毎日清掃活動で拭き掃除に取り組めた。

教 育
・外部機関と連携した講演会を実施する。 ・オンライン健康観察の定着ができたが、未入力者
・保健・美化委員会による新型コロナウイルス感 の対応が課題である。
染予防等の健康啓発活動に取り組む。 ・教育相談・いじめ対策・特別支援の会議を毎月開
・ＳＣを活用した教育相談に積極的に取り組む。 催し、ＳＣにも出席してもらい、情報共有と対応の
［講演会１回、保健委員会３回、教育相談・いじ 検討を丁寧に行えた。
め対策・特別支援教育会議毎月実施］ [講演会１回、保健委員会取組毎日、教育相談・い

じめ対策・特別支援会議１０回］

・安全意識の向上と危機対応能 ・防災訓練を実施する。 Ａ Ａ ・防災訓練は１回の実施であったが、適切な行動が
力の育成 ・体育委員会・部活動部長会を中心にして、生徒 とれていた。防災委員の活動は毎日行えた。

の活動中の怪我予防の啓発に取り組む。 ・怪我の発生率を１０％以下に抑えることができ
［予告なし防災訓練１回、事故発生率１０％以下］ た。

[防災訓練１回、事故発生率６．６％］

人 権 教 育
・生徒の人権意識の高揚と人権 ・人権ホームルームでの学習や日々の様々な活動 Ａ Ａ Ａ ・各学年２回の人権学習を行い、人権問題について
問題の解決に向けた具体的な行 を通じ、今日の人権問題を正しく理解させる。 理解を深めることができた。
動の促進 ・オリンピック・パラリンピック教育を通して、 ・ボッチャ体験や人権学習を通して共生社会の重要

共生社会の重要性を正しく認識させる。 性を学ぶことができた。
［人権に関するホームルームを各学年２回以上実 [ホームルームを各２回実施］
施］

・人権三法を踏まえた教職員の ・新たな差別解消法制定等の状況を踏まえた校内 Ａ Ａ ・外部講師による同和問題の研修を実施すること
認識の深化と指導力の向上 教職員研修を１回以上実施する。 で、教職員の人権意識を高めることができた。

［研修実施回数１回以上］ [教職員研修１回実施]
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・コロナ禍の厳しい状況の中であるが、頑張って指導してもらっている。

・プレゼンテーション大会等の企画経営科の教育活動に長く関わっているが、着実にレベルが高くなっている。

学校関係者 ・挨拶の指導や５分前登校など、社会人として必要な指導を行ってもらっている。

評価委員会 ・合同部活動により、選択肢が増えたり、活気が出たりしているのは良い。

による評価 ・ＩＣＴの活用に熱心に取り組んでいる、情報リテラシーの教育も行っていただきたい。

・コロナ禍で心に傷を負った生徒がいないか心配である。

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底しながら、実施が可能な方法を検討し、生徒の学力向上と達成感を感じられるよう教育活動の充実を図

る。

・より効果的な広報手段の研究・導入をすすめ、本校教育に係る魅力発信や校内外への情報伝達の一層の充実を図る。

次 年 度 に ・久美浜学舎と一層緊密な連携を図り、遠隔授業・合同部活動・農商連携を柱とした学舎制による教育を推進する。

向けた改善の ・業務改善アンケート等により、働き方に関する意識改革と業務改善の取組をさらに進める。

方 向 性 ・新学習指導要領や一人一台学習端末導入への対応を組織的に進め、生徒の学力向上と教員の資質能力の向上を図る。。

・総合的な探究の時間を中心に、生徒の課題発見・解決力や情報の収集・分析、発表・表現等の力を育成するために探究活動の充実を図る。

・教育活動の様々な場面で言語活動・読書活動の充実を図る。

・いじめについては、今後も組織的な対応を進め、予防や早期発見・早期解消に努める。また、情報モラル教育は、今後も継続して指導を行う。

・地域の各種機関とも連携して地域貢献・地域創生活動を推進し、物事に主体的に取り組む姿勢と郷土愛の醸成に努める。

・生徒のキャリア意識形成のための系統的な進路指導を充実させるとともに、希望進路実現に必要な実践力の育成に努める。


